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自己紹介
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本間 隼人

学校法人日本女子大学
管理部 システム課 課長補佐 Work

学園全体（附属校含む）のDX推進を牽引
•データ・AI活用： 学園IRデータ分析基盤、学園専用生成AI対話プラットフォームの開発
•システム刷新： 勤怠・図書館・学園基幹システムのクラウド化および新規導入・リプレイス
•組織・文化改革： DX人材育成施策の立案・運営、教員の働き方改革におけるDX主導 etｃ・・・

Research ＆ Communication

教育現場におけるDX実践知の理論化・知見共有
・2025年度登壇：13回（招待講演等）
・日本女子大学 システム課のDX事例公開サイトにて外部公開済み情報の共有

Dev & Hobbies

モダンな技術スタック/生成ＡＩを利用したサービス開発
・GitＨub / Node.js / Serverless / Database as a Service /生成AI API etｃ・・・

好きなITサービス

日本女子大学
DX事例

Microsoft Fabric



本日の装備品
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Fabric Tシャツ Fabric くつした Fabric ブレスレット

こうか：
あしが はやくなる きがする

ホンマ ハヤト の そうびひん

こうか：
Fabricが すきになる

こうか：
あいすぶれいく につかえる



本日の装備品
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Fabric ブレスレット

ホンマ ハヤト の そうびひん

こうか：
Fabricが すきになる

We
Microsoft 

Fabric



日本女子大学について

• 文京区目白台にキャンパスを置く、7学部16学科を擁する女子の総合大学

• 国際文化学部（2023年度）、建築デザイン学部（202４年度）、食科学部（2025年度）
を開設、2027年度に経済学部（仮称）を構想中であり、改革を進めている大学
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最寄り駅は、JR線「目白駅」

東京メトロ「雑司が谷駅」「護国寺駅」 国際文化学部

建築
デザイン学部

食科学部

経済学部（仮称）

文学部

家政学部・国際文化学科

・食科学科
・栄養学科

・建築
デザイン学科

・経済学科
（仮称）

・児童学科
・被服学科
・家政経済学科

・日本文学科
・英文学科
・史学科

理学部
・数物情報科学科
・化学生命科学科

人間社会学部

・現代社会学科
・社会福祉学科
・教育学科
・心理学科

2023年度

2024年度

2025年度

2027年度



日本女子大学について

6

通信教育課程
ポータル更改

図書館システム
クラウド化

勤怠管理システム
Web出願

入試管理システム

学生ポートフォリオ仮想デスクトップ環境検証
キャリア支援
クラウドサービス

機器セルフレンタルシステム
DXコア人材育成

出席管理システム ver1 電子稟議システム

学園専用
生成AIサービス ver1 学園IR

PowerApps

PowerAutomate

PowerApps

PowerAutomate

Copilot Studio

PowerAutomate

Power BI

Microsoft Fabric



7

×

学生 ＋ 教員 ＋ 職員
×

学園DX

JWU-DX あとりえ（仮称）
２０２６年度 新規プロジェクト



日本女子大学について
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日本女子大学
DX事例

本学のDX事例サイト
某検索エンジンで1位を獲得



～本日のお品書き～
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１．学園データ分析基盤
1－１.日本女子大学の学園データ分析基盤の方針
1－２.学園データ分析基盤の課題設定

２．Microsoft Fabric × 生涯ID
２－１．Microsoft Fabric とは？
２－２．Microsoft Fabric 選定理由
２－３．学園データ分析基盤（JWU-IR）の構造
２－４．学園データ分析基盤（JWU-IR）の特徴
【デモ①】Microsoft Fabricと生涯IDによる分析レポート
２－５．学園データ分析基盤の活用事例

３．Microsoft Fabric × Copilot
３－１．Copilotによるデータ分析支援
【デモ②】Copilotによる各種データ分析支援
３－２．Microsoft FabricとCopilot Studioの連携
【デモ③】TeamsからMicrosoft Fabricへ問合せ



1－１.日本女子大学の学園データ分析基盤の方針

• 日本女子大学を含む本学園は、幼稚園・小学校・中学校・高校・大学・大学院までの
一貫教育体制を擁する。

• 本学園の目指す学園データ分析基盤は、附属校園を含む全教育段階のデータを一貫管
理・分析を可能とする「フル・エンロールマネジメント」である。
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入学 卒業

✓ 入試種別
✓ 入試得点

✓ GPA
✓ 履修科目

✓ 就職先
✓ 職種

志願者 在学生 卒業生

フル・エンロールメントマネジメント

エンロールメントマネジメント

✓ 出身高校
✓ 高校成績 etc..

✓ 出席
✓ 学部学科 etc..

✓ 業界
✓ 業種 etc..



1－２.学園データ分析基盤の課題設定

• 目指す学園データ分析基盤の実現のために次の３つの課題を整理した。
課題①：統合データ分析基盤へのデータ連携による円滑なデータ共有
課題②：生涯IDによる学生識別の一貫性確保
課題③：自立分散的なデータ駆動組織の強化
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SCHOOL AID

基幹システム 大学システム 中学・高校システム小学校システム

依頼 提供

データ分析

出力

基幹システム 大学システム 中学・高校システム小学校システム

Microsoft Fabric

データ集約

幼稚園 小学校 中学校 高校 大学

氏名 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子

学籍番号 123 456 789 101 112

生涯ID 001 001 001 001 001

データ活用

統合データ分析基盤

目
標

データ分析
施策立案

評価

企画系部門

全組織

１

２

３

SCHOOL AID



～本日のお品書き～

12

１．学園データ分析基盤
1－１.日本女子大学の学園データ分析基盤の方針
1－２.学園データ分析基盤の課題設定

２．Microsoft Fabric × 生涯ID
２－１．Microsoft Fabric とは？
２－２．Microsoft Fabric 選定理由
２－３．学園データ分析基盤（JWU-IR）の構造
２－４．学園データ分析基盤（JWU-IR）の特徴
【デモ①】Microsoft Fabricと生涯IDによる分析レポート
２－５．学園データ分析基盤の活用事例

３．Microsoft Fabric × Copilot
３－１．Copilotによるデータ分析支援
【デモ②】Copilotによる各種データ分析支援
３－２．Microsoft FabricとCopilot Studioの連携
【デモ③】TeamsからMicrosoft Fabricへ問合せ



２－１． Microsoft Fabricとは？

13

データ分析に必要な機能が網羅された

SaaS型 All In One データ基盤ソリューション

日本マイクロソフト 「Microsoft Fabric 最先端のEnd-to-Endデータ基盤」資料より抜粋



２－２．Microsoft Fabric 選定理由
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理由① 構築コストの低さ

理由② 運用コストの明確さ

理由③ 組込生成AIの分析支援

✓ SaaS（Software as a Service）として提供、従来のインフラの構築が不要
✓ 本学での内製開発および運用管理が可能となり構築コストはゼロ

✓ Microsoft Fabric容量（SKU）、ストレージ容量、データ転送量に基づくシンプルな料金体系
✓ コストの大部分は Microsoft Fabric 容量（SKU）に起因、予約容量は定額となるため予算化しやすい
（ストレージ容量とデータ転送量は少額で、全体への影響は限定的）

✓ Copilot in Fabricが標準搭載
✓ レポート作成の支援やデータの前処理の関数（M関数/DAX関数）を支援



２－３．学園データ分析基盤（JWU-IR）の構造

• 学園データ分析基盤（以下、JWU-IR）のMicrosoft Fabricの環境は権限・運用プロセスから3階層構造を採用。
第1層 マスター層 ： SQLを発行し、各システムのデータを保持
第2層 組織マスター層：各組織で分析に必要なデータをマスター層から同期
第3層 分析層 ：データ分析者が分析を行う領域
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（PySpark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

中学・高校校務システム
SCHOOL AID

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



２－４．学園データ分析基盤（JWU-IR）の特徴①

• Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携及び更新し、生涯IDを自動付与
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層

各組織

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

データ取得

生涯ID付与



２－４．学園データ分析基盤（JWU-IR）の特徴②

• セキュリティ及び権限管理を3層構造に対して実施、安全かつ円滑にデータ共有
第1層 マスター層 ：IR管理者アカウントのみが編集・閲覧可能
第2層 組織マスター層：各組織毎に必要なデータのみ同期、閲覧権限のみ付与
第3層 分析層 ：自由に分析レポートを作成可能
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（Pyspark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

前処理（M関数）・同期

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

Copilot（Microsoft 生成AI）

IR管理者
編集権限

IR管理者
編集権限

分析者
閲覧権限

分析者
権限なし

分析者
編集権限

IR管理者
権限なし

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



第3層 分析層

【デモ①】Microsoft Fabricと生涯IDによる分析レポート

• 高校の入学時の入試形態と大学でのGPAの傾向分析を一例として取り上げる。

• 「高校システム」から「高校入試形態テーブル」を「大学システム」から「大学GPA」を取得し、
「生涯ID」で各テーブル間を紐づけを実施し、分析が可能となる。
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生涯ID 学籍番号（大学） GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 3.0

33333333 22０0100３ 3.2

・・・ ・・・ ・・・

生涯ID 学籍番号（高校） 高校入試形態

1１１１１１１１ ３１７0０001 一般

２２２２２２２２ ３１７0０002 内部

33333333 ３１７0０00３ 推薦

・・・ ・・・ ・・・

大学システム 大学GPAテーブル

高校システム 高校入試形態テーブル

生涯ID
学籍番号
（大学）

学籍番号
（高校）

高校入試形態 GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ３１７0０001 一般 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 ３１７0０002 内部 3.0

33333333 22０0100３ ３１７0０00３ 推薦 3.2

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

大学GPA＋高校入試形態テーブル

Silver Gold

第２層 組織マスター層



【デモ①】Microsoft Fabricと生涯IDによる分析レポート
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【補足】箱ひげ図
データの分布やばらつきを
視覚的に把握するためのグラフ

ダミーデータ



２－５．学園データ分析基盤の活用事例

• クラウドサービスとも連携追加、戦略立案、KPI管理、議論のバックデータまで幅広く活用

• Teamsでのレポート共有により、メンバーがプロジェクトの最新状況をリアルタイムに確認
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Microsoft Fabric

クラウドサービス

A
P
I

Microsoft Teams

レポート共有

日次データ連携

プロジェクトメンバー

レポート確認



２－５．学園データ分析基盤の活用事例

• クラウドサービスとも連携追加、戦略立案、KPI管理、議論のバックデータまで幅広く活用

• Teamsでのレポート共有により、メンバーがプロジェクトの最新状況をリアルタイムに確認
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Microsoft Fabric

クラウドサービス

A
P
I

Microsoft Teams

レポート共有

日次データ連携

プロジェクトメンバー

レポート確認

Copilot（生成AI）
がレポートを要約
Copilot（生成AI）
がレポートを要約



～本日のお品書き～
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３－１．Copilotによるデータ分析支援

• Microsoft Fabricに組み込まれたCopilotにより次のデータ分析機能を支援する
①データフロー ：データ分析に必要な前処理（Power Query/M関数）代行
②セマンティックモデル ：計算値（メジャー/DAX関数）の作成代行
③レポート ：レポートの洞察支援
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レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
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・・・
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・・・
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・・・
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レポート
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変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層

Silver GoldBronze

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織



【デモ②】Copilotによる各種データ分析支援
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３－２．Microsoft FabricとCopilot Studioの連携

• Microsoft Fabricのデータエージェントにより、自然言語で直感的にデータを問合せが可能

• データエージェントをCopilot Studioを介してM365 Copilot ChatやTeamsへ展開できるため、
データ活用の幅が大きく広がることを期待
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データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

SCHOOL AID

Silver GoldBronze

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

Copilot Studio

Teams

M365 Copilot Chat

データエージェント

全組織

データ検索



【デモ③】TeamsからMicrosoft Fabricへ問合せ
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まとめ
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Microsoft Fabricで、 学園データ分析基盤を内製開発

Copilotで、 生成AIとデータの新たなステージへ

生涯IDで、 学生識別の一貫性確保

フル・エンロールメントマネジメントの実現に向けて・・・



We
Microsoft Fabric

ご清聴ありがとうございました

Microsoft Fabric × Copilot × 生涯ID
で内製する学園データ分析基盤 
～フル・エンロールメントマネジメント実現に向けて～
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